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（教育基本法との対照表）

「学びのチカラで 人と社会を 未来へつなぐ」
自ら問い、考え続け、社会を創っていく子どもたちを育てたい。
そのような思いをこめて、私たちはこの教科書をつくりました。

１．編修の基本方針

英語を使って、世界で生きていく
「人と人の『輪』をつなぐ、コミュニケーションツールとしての英語」
「平『和』なグローバル社会を築くための英語」
「調『和』を大切にしながら、世界で活躍する人材になるための英語」

―３つの『わ』を実現するための英語、この教科書で身に付けていきます。

実際のコミュニケーションに使える英語の力をつける
▶ 明確な目標を意識しながら、見通しをもって学び進めることができます。
▶ ４技能５領域をバランスよく身に付け、コミュニケーションツールとしての英語の力を伸ばします。

主体的に学び、考え、伝え合う
▶ 生徒の学習意欲を高める題材・活動で、主体的に学ぶ姿勢を育てます。
▶ 身に付けた知識・技能を横断的に活用する機会を数多く設け、思考力・判断力・表現力等を養います。

デジタルコンテンツで英語の学びを支える
▶ 二次元コードや学習者用デジタル教科書から豊富な音声や動画にアクセスでき、いつでもどこでも

繰り返し英語にふれることができます。
▶ デジタルコンテンツを活用することで、英語に慣れ親しみ、理解を深め、もっと「知りたい」「学び

たい」という意欲に応え、個別最適な学びを実現します。

特色１

特色２

特色３

2

英語017-82

編 修 趣 意 書
受理番号 学校 教科 種目 学年

105-71 中学校 外国語 英語 第２学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

17教出 英語017-82 2



2

Assistance Dogs

1Lesson

Goal
内容理解 盲

もう
導
どう
犬
けん
や聴

ちょう
導
どう
犬
けん
について、特

とく
徴
ちょう
やできることを理解する。

活　動 補助犬についての自分の考えを表現することができる。

What is this dog doing?

  ◀  eleven  ◀  111111

assistance [əsístəns]  

assistance dog（s）  
[əsístəns dɔ`ːɡ(z)]  補助犬 Listen

Listen Read SpeakTalk Write

内容理解 盲
もう
導
どう
犬
けん
や聴

ちょう
導
どう
犬
けん
について、特

とく
徴
ちょう
やできることを理解する。

活　動 補助犬についての自分の考えを表現することができる。
Goal

I think that  .

Lesson  1 をふり返ろう

Tom Miyu

本文を読んで考えたこと
や、自分の経験から思った
ことなどを書いてみよう。

A lot of people need guide dogs.  
But most of them cannot get their 
guide dogs.  I didnt know that.

Right.  We need to know more about 
assistance dogs.  Well, what do  
you think about assistance dogs?

あなたの意見

information [infərméiʃən] communicate [kəmjúːnəkèit] wear [wéər]

18  ▶  eighteen

They communicate with their owner through a harness.
They help hearing-impaired people.
They help visually impaired people.
They wear a jacket.
They can lead their owner to the door when they hear the doorbell.

Task

1. アヤが補助犬についてわかったことをまとめています。本文を読み返して、それぞれの補助犬に
あてはまる英文を から選び、表を完成させよう。

2. あなたは友達と意見交
こう
換
かん
して、補助犬についての理解を深めることにしました。トム・ミユの意見に続け

て、自分の意見を書いてみよう。

photo name information

guide dogs

The first ones came to Japan from Germany.

・
・

hearing dogs

・
・
・

どれくらい達成できたか、右側のマークを選んでなぞろう。

Read Write

② ４技能５領域の力が身に付く

Lesson 1 扉（p. 11） Lesson 1 Task（p. 18） Can-Do 自己チェックリスト（後見返し）

Goal ● 飲食店で注文することができる。
レストランに入ったキング先生に、スタッフが注文を
とりにきました。

Useful Expressions
飲食店

注文する

依
い
頼
らい
する

1

May I ～?  ～してもいいですか。　　 order [ɔ́ːrdər]　　 would like ～  ～がほしいです　　
a cup of ～  1杯の～　　小   salad [sǽləd]　　 orange [ɔ́ːrindʒ, άr-] 

What would you like?

May I take your order?

What would you like to drink?

All right.

Sure.

I'd like soup, a salad, and a steak.

A cup of coffee, please.

curry and ricespaghettipizza

·I'd like soup, a salad, and a steak.

watergreen teaorange juice

·A cup of coffee, please.

·A glass of milk, please.

46  ▶  forty-six

料理や飲み物をかえて、やり取りの練習をしよう。Let’s Try!

Model Dialog ペアを組み、次のやり取りを演じよう。

TalkScene

Useful Expressions（p. 46）

単元以外でも、４技能５領域の力を
養う活動に取り組むことで、コミュ
ニケーションツールとしての英語の
力をバランスよく伸ばします。

実際のコミュニケーションに使える英語の力をつける

① 見通しをもって学ぶ
単元の扉で（1）「内容理解の目標」、（2）「活動の目標」を示してあるので、単元末まで見通しをもって学ぶことが
できます。
目標を意識しながら学び進め、単元末のふり返りで達成度を確かめる、主体的に学ぶサイクルになっています。

特色１

【Can-Do 自己チェックリスト】
４技能５領域それぞれの学習到達目標を提示し
ています。当該学年以外の目標も掲載している
ので、学年末のふり返りだけでなく、３年間の
学習の見通しを立てる際にもご活用いただけま
す。

目的や条件に応じて必要な情報を読み取ることができる。
あなたは海外から来る友達に、書道を習いたいと相談されました。その友達は、3月 16日の夜に日本に到着する予定です。
「日本文化教室」のポスターを見て、必要な情報を伝えよう。

Goal

2

友達に伝える内容
● 参加する日時
　（　　　）月（　　　）日　開始時刻（　　：　　）
● 場所
　みどり市文化センター　　教室（　　　　　　）
● 受講料

1クラス（　　　　）円
● 申し込

こ
み方法

（ ）

Enjoy Japanese Culture!
Period: Wednesday, 16 - Friday, 18 in March
Place: Midori City Culture Center
Time: (A) 16:00 - 17:00 (B) 17:15 - 18:15
Fee: 500 yen / class

Activity Day, Time Place

＊Origami
Wednesday, (A)
Friday, (B)

Room 1

Shodo
Wednesday, (B)
Thursday, (A)

Room 2

Shamisen
Thursday, (B)
Friday, (A)

Play Room

Takoyaki Friday, (B) Cooking Room

Rakugo
Wednesday, (B)
Thursday, (A)

Play Room

If you want to join a class, email to: j-culture@mdr.or.jp
Write: your name, your phone number, class(es), day, (A) / (B)
Our staff will collect the fee at each classroom.
＊ If you join the Origami class, please bring your scissors class, please bring your scissors class, please bring your scissorsOrigami class, please bring your scissorsOrigami .

seventy-one  ◀  71

for Reading
Read

● 参加する曜日
　（　　　）曜日

● 最初の集合場所
　みどり市文化センター　教室（　　　　　　　 　）

● 受講料のほかに持っていくもの
　（　　　　　　　　　　　　　　）

折り紙と落語のクラスに一日で参加したい場合、どうしたらよいだろう。あてはまることばを入れよう。Let’s Try!

Feeは料金という
意味だよ。

目的や条件によって異なる情報を読み取るコツ

❶ 目的に合った情報が書かれた部分を探す。 例   三
しゃ
味
み
線
せん
のクラスに参加したい。→（Shamisen）の行を確認する。

❷ 場合分けを確認する。 例     木曜日と金曜日にクラスがあり、それぞれ（B）（A）の時間に開
かい
催
さい
される。

❸  場合分けについての情報が書かれた部分を確認する。
例   Timeと書かれたところを見て、それぞれの時間を確認する。

❹  自分の条件と照らし合わせ、情報を選
せん
択
たく
して把

は
握
あく
する。

例   金曜日は夕方に予定がある。→木曜日に 17:15に間に合うように行けばよい。

Tips for Reading（p. 71）

アナウンスなどから自分に必要な情報を聞き取ることができる。
あなたは、下のチケットを持ってコンサートにやってきました。ガイドアナウンスの音声を聞いて、どこに行けばよいかを
選び、記号を○で囲もう。

Goal

32  ▶  thirty-two

1for Listening

アナウンスなどから必要な情報を聞き取るコツ

❶ 自分の状
じょう
況
きょう
・所属などを確認しておく。

「～を持っている」「番号は～である」「～が知りたい」など、自分の状況や
所属を確認し、それが英語でどのように表現されるか想像しておく。

❷ どのような区分でアナウンスされているかに注意する。
「～を持っている場合 ／ ～を持っていない場合」のように、どのような
場合分け（区分）でアナウンスされているかを理解する。

❸ 自分が所属する区分に関する音声を、集中して聞く。

あなたはニューヨークに来ています。天気予報の音声を聞いて、ニューヨークについてわかったことを書こう。Let’s Try!

Washington, D.C.

Boston

New York

Philadelphia

Washington, D.C.Washington, D.C.Washington, D.C.Washington, D.C.Washington, D.C.Washington, D.C.Washington, D.C.Washington, D.C.

BostonBostonBostonBostonBostonBostonBostonBoston

New YorkNew YorkNew YorkNew YorkNew YorkNew YorkNew YorkNew York

PhiladelphiaPhiladelphiaPhiladelphiaPhiladelphiaPhiladelphiaPhiladelphia

Listen

ア　the ticket counter イ　the information desk
ウ　the counter 1 エ　the counter 2

上のコンサートの
アナウンスは、
チケットの有無と
座席のエリアで
区分されていたね。

WOW 47
Special Concert

6 June 17:00
@Minato hall

WOW 47
Special Concert

6 June 17 :00
@

Minato hall

area E seat M-15

areaE
seatM -1500
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Tips for Listening（p. 32）

Activities Plus1

買いものに行く go shopping

家にいる stay home

練習試合をする have a practice game

小説を読む read novels

sing（歌う）の過去形 sang

マグロ tuna サケ salmon

カニ crab エビ shrimp

自転車で by bicycle 小学校 elementary school

バスで by bus 高校 high school

徒歩で on foot 修学旅行 school trip

週末　Weekend

歌　Song

海
かい
鮮
せん

Sea food

学校　School

20  ▶  twenty

Questions & Answers

Lesson 1 までに学習したさまざまな文の
しくみや表現をどんどん使ってみよう！

質問に２文以上で答えよう。

質問　Questions 応答例　Sample Answers

1
What are you going to do next 
Sunday?

I'm going to go shopping.  So I should do my 
homework on Saturday.

2
In our class, who is good at 
playing tennis?

Miku is.  She is going to play tennis in high 
school, too.

3
How many curry shops are there 
in our town? 

There is just one.  I sometimes go there.

4
Did you give something to your 
friend recently? 

No, I didn't.  But Akira gave me a book for 
my birthday.

5 Are you going to go out tomorrow? 
Yes, I'm going to play soccer.  I hope that it 
will be sunny tomorrow.

6 What is your favorite song? 
“Sakura.”  My class sang it at the chorus 
contest.  I was happy that our teacher chose it.

7 Do you like seafood? Yes, I do.  Tuna is my favorite.

8 Is your house near school? No, it isn't.  I always come to school by bicycle.

9 What time do you usually get up? 
I usually get up at six.  I eat rice and natto
every morning.

10
Where did you go on your 
elementary school trip?

I went to Hiroshima.  I ate okonomiyaki 
there and visited the Itsukushima Shrine.

Talk

Word Bank 活動のなかで使ってみよう。

Activities Plus（p. 20）

スピーチをよいものにするためにすべきことを、話し手・聞き手の両方の
立場から理解し、実

じっ
践
せん
することができる。

英語の授業でのスピーチを前にしたアヤが、不安そうにしています。
よいスピーチになるよう、どんなアドバイスができるだろう。

Goal

84  ▶  eighty-four

4for Speaking
Speak

p. 83でつくった原
げん
稿
こう
をもとに、クラスでスピーチをしてみよう。事前に目標や気をつけたいことを書き、

クラス全員の発表が終わったら、達成できたかをふり返ってみよう。Let’s Try!

スピーチをよいものにするためのコツ
● 話し手の立場から
　・全体を見渡

わた
して、相手に伝える気持ちをもって話す。

　・間
ま
を意識しながら、ゆっくり、はっきりと抑

よく
揚
よう
をつけて話す。

　・できるだけメモを見ないようにして、身振
ぶ
り手振りを交え、表情も意識しながら話す。

● 聞き手の立場から
　・話し手を見て、スピーチに耳を傾

かたむ
ける。

　・共感したときには、うなずくなどの反応を示す。
　・スピーチのあとに、質問したり、印象に残ったことを伝えたりできるようにする。

スピーチの目標・気をつけたいこと
● 話し手の立場

● 聞き手の立場

よく
できた

まあまあ
できた

あまり
できなかった

ほとんど
できなかった

よく
できた

まあまあ
できた

あまり
できなかった

ほとんど
できなかった

よく
できた

まあまあ
できた

あまり
できなかった

ほとんど
できなかった

よく
できた

まあまあ
できた

あまり
できなかった

ほとんど
できなかった

よいスピーチが生まれるように、話し手・聞き手
が協力することが大切なんだね。ほかにもどんな
ことができるか、意見を出し合ってみよう。

Tips for Speaking（p. 84）

マッピング図を描
か
いて、まとまった文章を書くことができる。

ミユがマッピング図を利用して、自分の町を紹
しょう
介
かい
する英文を書きました。英文中の、マッピング図のⒶ～Ⓒに対応する文に、

それぞれ下線を引こう。

Goal

My Town

 I live in Minami-machi.  It is not a big town, but there are some interesting 

places.

One of the interesting places is Lake Minami.  It has a lot of fish, so I 

sometimes go fishing there with my family.  There is a big festival at Lake 

Minami every summer.  We can see beautiful fireworks and eat delicious 

food.  It is really fun.

We have a very old temple near the lake.  It is about 300 years old.

 I love our town.  I want to introduce our town to many people.

1

forty-three  ◀  43

Write

あなた自身の住んでいるところについて、マッピング図を描いて、紹介する英文を書いてみよう。Let’s Try!

for Writing

まとまった文章を書くコツ

マッピング図を活用する。
・すぐに文章を書き始めるのではなく、テーマから連想されることをつないでいく、
マッピング図を活用する。

・最初に円の中にテーマを書く。そこから連想されることを別の円の中に書き、線で
つなぐ。連想したことからさらに連想したことを別の円の中に書いて線でつなぎ、
発想を広げていく。

・特に書きたいことや、英語で表しやすいことを選んで整理し、英文に反映する。

テーマから離
はな
れた文章に

ならないように、
バランスに注意して
書くことを選んでね。

つり

魚 Ⓒ夏祭りみなみ町

300年

Ⓐ古い寺

小さい静か

親切な人が多い

Ⓑみなみ湖おもしろい場所

マッピング図

Tips for Writing（p. 43）
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アヤ、ケンタ、ボブ、メイが公園でジュースを飲んだあと、缶
かん
やペット

ボトルをゴミ箱に捨てようとしています。

アヤたちが見つけたゴミ箱には、どんな工夫がされているのだろう。

 Kenta: These trash bins are cool!  They look like a big 

can and a big plastic bottle.

 Bob: See?  There are some empty cans and plastic 

bottles in them.

 Mei: People don’t need to think about which bin is for 

which trash, right?

 Aya: Yes.  It’s also good for little kids because they 

cannot read yet. 

 Mei: These trash bins are fine examples of Universal 

Design! 

 Aya: That’s smart!  Let’s try to design something like 

these for our school. 

Part1

▲�ペットボトルや空き缶の形をしたゴミ
箱（筑

つく
波
ば
大学附

ふ
属
ぞく
図書館中央図書館）

trash [trǽʃ]  trǽʃ]  trǽʃ

bin（s） [bín(z)]  

look like ～  
～のように見える

plastic [plǽstik]  

bottle（s） [bάtl(z)]  

plastic bottle（s）  
[plǽstik bάtl(z)]
ペットボトル

empty [émpti]  

can（s） [kǽn(z)]  

Universal Design
[jùːnəvə́ːrs el dizáin]   

ユニバーサルデザイン

34  ▶  thirty-four

5

10

Words & Phrases

Read Aloud

Check

Scene

Why are the trash bins 

good for little kids?

Question

How William Hoy Changed Baseball
場面ごとに主なできごとをとらえ、登場人物の気持ちの変化を読み取ることができる。

子どもの頃
ころ
に病気で聴

ちょう
力
りょく
を失ったウィリアム・ホイは、一流の野球選手になっただけでなく、野球という

スポーツに大きな変
へん
革
かく
をもたらしました。

Reading 3

スポーツに大きな変革

1
Bam!  The baseball hit the X mark on the wall.  “Yes!” 

William caught the ball and stepped back to throw it again.

His mother waved her arms to praise him.  She touched 

her mouth to signal eating.  He read her lips when she said, 

“Dinner.”

The week before, William 

tried out at his school, the 

Ohio State School for the 

Deaf.  He played well, but 

the team captain said, “You’re too small.”

He didn’t give up.  He thought, “They may give me 

another chance if I play better,” and continued to practice 

every day.

Goal

132  ▶  one hundred and thirty-two 

5

1010

William Hoy  

[wíljəm hɔ́i]   

ウィリアム・ホイ（名・姓
せい
）

bam [bǽm]  バン、ドン
（突

とつ
然
ぜん
の大きな音）

caught  [kɔ́ːt]   

＜ catchの過去形

step（ped） [stép(t)]   

一歩踏
ふ
み出す

arm（s） [άːrm(z)]  腕
うで

signal [síɡnəl]   

～を合図で知らせる

read [réd]  ＜ readの
過去形

lip（s） [líp(s)]  唇
くちびる

 Ohio State School 
for the Deaf
[ouháiou stéit skùːl fər ðə 
déf]   déf]   déf
オハイオろう学校

captain [kǽptən]   

キャプテン、主将

give up  あきらめる

Words & Phrases

What did the team 

captain say to William?

Question

Ideas for ChangeProject1

44  ▶  forty-four

2 自分たちが関心のある問題、気になっていることを挙げてみよう。そのなかから、特に解決したい
課題を選ぼう。

1 ダンが自分たちにできる取り組みについて発表しています。聞き取ったことをメモしよう。

解決すべき課題に対し、自分たちにできる取り組みを考え、表現することができる。
Goal

環
かん
境
きょう
問題やデザインなどについてのこれまでの学びを通じて、世のなかのさまざまな課題

を解決するためにできることを考え、グループで発表することになりました。Scene

選んだ課題

その課題を選んだ理由

課題の原因

自分たちにできると考えたこと

関心のある問題・気になっていること

選んだ課題

選んだ理由

英語で書くと…

英語で書くと…

3 選んだ課題について、問題が起こる原因を考えてみよう。マッピング図（p. 43）を描
か
いて、知って

いることやイメージをつなげ、原因についての考えを深めよう。

手伝う人が
いない

選んだ課題
さくら駅の階段が、
お年寄りには
のぼりづらい。

若者でも
つらい

段数が
多い

車いすの人も
困っていた

エスカレーター
がない

エレベーター
もない

階段しか
ない

ゆっくり
のぼれない

急いでいる
人が多い

押されて転び
そうになった
ことがある

お

混雑しすぎ
ている

例

Project1
をふり返ろう

Goalをどれくらい達成できたか、右側のマークを選んでなぞろう。

forty-five  ◀  45

Read TalkListen WriteSpeak

5 2 で選んだ課題について、 3 4 で考えた問題の原因や解決するためにできるこ
とを英語でまとめて、発表の原

げん
稿
こう
をつくろう。

6 発表しよう。発表が終わったら、ほかのグループが選んだ課題についても、みんなでアイディアを
出し合ってみよう。

4 課題を解決するために、どんなことができるだろう。 3 で考えた原因をふまえながら、自分たちに
できることを、by myself（自分自身で）、with cooperation（協力して）、with ease（やさしい）、
with effort（努力がいる）の座標にあてはめて考えてみよう。

ウェブサイトには、
3 4 で考えた課題
についての発表原稿
例が載

の
っているよ。

参考にしてみてね。

by myself

with ease

with effort

with cooperation

エレベーターやエスカレー
ターをつくってもらうよう、
署名を集める

お年寄りを手伝う係の
駅員さんを置いてもらう

押さないように呼びかける
ポスターを駅に貼らせて
もらう

見かけたら自分で
手伝う

駅員さんを呼んで
手伝ってもらう

クラスに呼びかけて、手伝って
くれる人を増やす

は

例

ウェブサイトの
ワークシートも
活用してね。

アヤとボブが、職場体験について話しています。

ボブは、保育士の仕事についてどのように感じているだろう。

 Aya: Where did you have your workplace experience?

 Bob: I went to a nursery school.  I took care of the 

children there. 

 Aya: That sounds like fun.  

 Bob: Yes, but there were some difficulties, too.

 Aya: Like what?

 Bob: I took them out for a walk in the morning.

  Kids sometimes walk fast, so the teachers must 

always watch them carefully. 

 Aya: Oh, I see.  Taking care of children requires a lot of 

energy.

 Bob: That’s right.  It’s very hard work.  The teachers 

do it every day.  I really respect them.

Part2

nursery [nə́ːrsə ri]  

difficulties [dífikʌ̀ltiz] 
< difficulty [dífikʌ̀lti]

carefully [kéərfəli]  

require（s） [rikwáiər(z)]  

respect [rispékt]  

54  ▶  fifty-four

5

10

Words & Phrases

Read Aloud

Check

Scene

What did Bob do at the 

nursery school in the 

morning?

Question

ユニバーサルデザインについて（p. 34） 職場体験について （p. 54） 耳の聞こえない野球選手の実話（p. 132）

Lesson 3 Part 1 Think & Try! （p. 35）

主体的に学び、考え、伝え合う特色２
① 多様な題材を通して学ぶ

② 技能を組み合わせ、統合的に学ぶ

③ 思考力・判断力・表現力等が身に付く

日常生活から社会的なテーマまで、多様な題材をもとに考える機会が用意されており、主体的に学ぶ姿勢を育てます。

単元に関連したテーマで、楽しみながら思考し、発表ややり取りなどの活動につなげます。

単元の題材に関連した、話す（やり取り、発表）・書く活動を通して、英語で考え、表現する経験を積み重ねていきます。

Project 1（pp. 44〜45）

複数の単元を通して学んできた知識や技能を横
断的に活用して、主体的・対話的で深い学びを
実現します。

巻末掲載：Think & Try! 活動例（p. 154）

巻末の「Think & Try!活動例」を参考にすることで、主体的に自分の考えを表現するための
イメージをもつことができます。

技能を示すアイコン
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学習者用端末

2

英語017-82

内容理解 ジェスチャーや手話がもつ意味や、注意すべきことを理解する。

活　動 「何と呼ばれるものか」「どういうものか」などを説明することができる。

We call it “curry We call it “curry pan."  It's a kind 

of bread.  It has curry in it.  It's of bread.  It has curry in it.  It's 

a bit hot, but it's really tasty.a bit hot, but it's really tasty.

What's this?

Lesson  9 をふり返ろう

In some countries, making a “ 1 ” like this is an 

insulting gesture.  It can make people 2 .

This sign is called a “ 3 ” in English.

It is used in 4  to show that you like something. to show that you like something.

However, it is an insulting gesture in some countries.

This is 5  Sign Language. Sign Language.

It means “ 6 .”

例

友達と練習して、コンビニエンス・
ストアにあるいろいろなものを
説明できるようになろう。

1

4

2

5

3

6

tasty  [téisti]

124  ▶  one hundred and twenty-four

Task

1. 本文を読み返して、次のジェスチャーや手話の説明にあてはまる英語を＿＿＿に書こう。

2. あなたは海外から遊びにきた友達とコンビニエンス・ストアに来ました。友達は、手に取った商品があなたは海外から遊びにきた友達とコンビニエンス・ストアに来ました。友達は、手に取った商品が
どんなものかわからないようです。何と呼ばれるもので、どういうものかを説明してあげよう。どんなものかわからないようです。何と呼ばれるもので、どういうものかを説明してあげよう。

どれくらい達成できたか、右側のマークを選んでなぞろう。

Goal

Read WriteTalk

Lesson 9

▶「make+〈人・もの〉+形容詞」
で「～を…の状態にする」を
表します。

▶「call+〈人・もの〉+名詞（呼
び名）」で「～を…と呼ぶ」を
表します。

▶「let+〈人〉+動詞の原形」
で「～が…するのを許す」を
表します。

▶「help+〈人〉+動詞の原形」
で「～が…するのを手伝う」
を表します。

The news made me happy.

The baseball game last night made me excited.

～を …の状態に

～を …の状態に

We call this flower a rose in English.

I call my cat Tama.

～を …という名で

～を …という名で

Let me talk about my winter vacation.

Bob helped me do my English homework.

～が…するのを

～が…するのを

Let's Use

A: Let me talk about the recent news because it made me so 

happy.  

B: What's up?

A: My favorite soccer team won yesterday.

B: I heard that, too.  That news made me excited!

A: I didn't know you liked soccer.

B: I love it.  Soccer helped me make many friends.

動画をチェックして、
練習してみよう。

recent [ríːsnt]   heard [hə́ːrd] ＜ hearの過去形　　小     team [tíːm]

one hundred and twenty-five  ◀  125

Grammar

1. 「どんな気持ち・状態になったか」を伝えるとき

2. 「呼び名は何か」を伝えるとき

3. 許可を得るとき、誰
だれ
が手伝ってくれるのかを述べるとき

Lesson 9で学んだ英語のしくみ

How to Use

（「まなびリンク」のURL）

Lesson 9 Task（p. 124） Lesson 9 Grammar（p. 125）

協働学習で

個別／家庭学習で

デジタルコンテンツで英語の学びを支える特色 3
① 音声や動画などの豊富なコンテンツに繰り返しアクセスできる

② 一斉授業だけではない、多様な学びを支援する

各ページにある二次元コードから「まなびリンク」にアクセスし、音声を聞いたり、動画を見たりすることができま
す。学習者用デジタル教科書とともに、学びを確かなものにします。

「まなびリンク」は、学習
に役立つ素材を集めた、
安心できる当社のウェブ
ページです。

「まなびリンク」からダウンロードできるワークシートに
メモしたり、作文したりしたことを共有することで、さら
に学び合いを活性化させます。

単元内の各パートで学習した Key Sentences 
（基本文）を、会話の場面ではどのように使うのか
をいつでも動画で確かめ、練習することで、英語
で表現するための基礎力を身に付けます。

学習者用デジタル教科書では、本文のハイライト
表示や読み上げ速度の変更が可能です。自学自習
にも活用しやすく、個別最適な学びに応えます。

学習者用デジタル教科書画面の例

個別／家庭学習で



5

人権教育 特別支援教育

専門家による校閲を受け、人権を尊重し、全ての人にとっての学びを保障する
「ユニバーサルデザイン」の観点に立って編修しました。

シンプルな紙面構成と単元構成で、学
習内容がわかりやすくなるように配慮
しました。

社会の多様性を踏まえ、人権を尊重し、
あらゆる差別をなくすため、イラスト
を含め表現や活動に配慮しました。

カラーユニバーサルデザイン
色覚の個人差を問わず、識別しやすい
配色を用い、だれにとっても学習しや
すい紙面になるように配慮しました。

３．上記の記載以外に特に意を用いた点や特色

学習を支えるさまざまな配慮

２．対照表
図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

Review Lesson Ms. King’s Trip with Her Friend…中学1年までに学習した文構造及び文法事項をふり返り、中学2年の学び
への準備をする。しまなみ海道と俳句の盛んな松山を取り上げ、伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我
が国と郷土を愛する態度を養う。【第5号】

pp. 6～10

Lesson 1～9の題材 ①：Assistance Dogs…盲導犬や聴導犬についての話題を通して、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公
共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養う。【第3号】

pp. 11～19

②：Energy Sources for Our Future…エネルギー問題に関心をもち、再生可能エネルギーについて自分の
考えを発表する本文を通して、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養う。【第4号】

pp. 23～31

③：Design Makes Change…さまざまなデザインの工夫についての話題を通して、創造性を培うとともに、
公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養う。【第2号】

pp. 33～41

④：Workplace Experience…職業体験の話題を通して、自主及び自律の精神を養う。職業及び生活との関連
を重視し、勤労を重んずる態度を養う。【第2号】

pp. 51～59

⑤：How to Celebrate Halloween…ハロウィーンについてやハロウィーンとお盆の共通点を学ぶことを通
して、他国の文化を尊重するとともに、日本の伝統と文化を尊重する態度を養う。【第5号】

pp. 61～69

⑥：Castles and Canyons…日本の城やアメリカのグランドキャニオンの話題を通して、他国の伝統と文化
を尊重するとともに、我が国と郷土を愛する態度を養う。【第5号】

pp. 73～81

⑦：The Gift of Giving…クリスマス・カードの起源や慈善活動についての話題を通して、豊かな情操と道徳
心を培うとともに、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養う。【第1号、第3号】

pp. 85～93

⑧：Rakugo in English…英語で落語を演じる落語家の体験や英語落語を通して、伝統と文化を尊重し、他国
を尊重し、国際社会に寄与する態度を養う。【第5号】

pp. 107～115

⑨：Gestures and Sign Language…国によりジェスチャーの意味や手話が異なることについての話題を通
して、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、他国を尊重する態度を養う。【第3号、第5号】

pp. 117～125

Lesson内の構成 扉ページに掲げた「内容理解」と「活動」のGoalを達成できるように、Part 1~3、Task、Grammarが構成
されている。Part 1～2のThink & Try!及びPart 3のRead & Try!は本文を活用した自己表現機会になってお
り、Taskでは自己表現を含むかたちでLessonをふり返る。Grammarでは、コミュニケーションを円滑にす
るための素材として言語材料が整理されている。Lessonを通して幅広い知識と教養を身に付けるとともに、創
造性を培う。【第1号、第2号】

各Lesson

Project 1, 2, 3 伝えたい、話し合ってもっと理解を深めたいと思わせるような言語活動が充実している。 各Project
①：Ideas for Change…自分たちにできる取り組みを考えて表現する活動を通して、公共の精神に基づき、主
体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養う。【第3号】

pp. 44～45

②：My Dream Travel…自分が行ってみたい場所について書いて発表する活動を通して、創造性を培い、自
主及び自律の精神を養う。【第2号】

pp. 96～99

③：Let’s Introduce Japanese Culture…実践的なコミュニケーションの場を設定し、日本の文化を紹介す
る英文を書くことを通して、個人の価値を尊重して、その能力を伸ばす。【第2号、第5号】

pp. 128～131

Reading 1, 2, 3
Further Reading

R①：Six Amazing Things about Penguins…ペンギンのあまり知られていない生態についての本文を通し
て、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養う。【第4号】

pp. 47～50

R②： The Gift of Tezuka Osamu…手塚治虫の生涯についての本文を読んで、個人の価値を尊重し、その能
力を伸ばし、また創造性を養い、自主及び自律の精神を養う。【第2号】

pp. 100～105

R③：How William Hoy Changed Baseball…メジャーリーガーとなった聴覚障がいのある野球選手の実話
を読んで、個人の価値を尊重し、また創造性を養い、自主及び自律の精神を養うとともに、主体的に社会の形
成に参画し、その発展に寄与する態度を養う。【第2号、第3号】

pp. 132～136

FR：Somebody Loves You, Mr. Hatch…バレンタインデーのプレゼントをめぐる心温まる物語を読み、豊
かな情操を培う。【第1号】

pp. 137～142

Tips for Listening / Reading / 
Speaking / Writing

5つの領域に関わる言語の使用場面や働きを踏まえたコミュニケーション活動を通して、幅広い知識と教養を
身に付け、豊かな情操を培う。【第2号】

pp. 21, 22, 32, 43, 60, 71, 
72, 83, 84, 95, 116, 127

Activities Plus 学んだ表現や言語材料を自由に活用できるQ&A。帯活動などでの友達との会話を通して定着を図るとともに、
自主及び自律の精神を養う。【第2号】

pp. 20, 42, 70, 94, 126

Useful Expressions ①飲食店での注文、②買い物のやり取りを通して、自主及び自律の精神を養う。【第2号】 pp. 46, 106
How to Study 生涯にわたって学習する基盤づくりのため、主体的に学びに向かう態度を養うことができるよう、自主及び自

律の精神を養う。【第2号】
前見返し

二次元コード 二次元コードが各所に掲載されており、①LessonやReading, Further Readingの本文音声、②Words & 
Phrasesのワークシート、③書き込みコーナー用ワークシート、④GrammarのLet's Useコーナー用動画、⑤
Activities Plus等の音声、の各要素を授業中でも家庭学習でも利用することができ、自主及び自律の精神を養
う。【第2号】

Lesson等の各ページ

付録、巻末資料 辞書の使い方、重要構文復習リスト、Think & Try!活動例、分野別用語集など、生徒の自律的な学びを支える
付録・巻末資料を配置した。【第2号】

pp. 5, 144～後見返し



1

各単元の構成・流れは
一定です。

扉

Project

Part
1＆2

Part
3

単元の目標を捉える

基礎的な知識・技能の習得

読むことに重点を置いた活動

学んだ知識・技能の活用やまとめ、ふり返り

Task Grammar

Key Sentences

Tool Kit

Let’s Listen

Think & Try!

Read & Try!

Project 2（pp. 96〜97）

シンプルで学びやすい構成で力を養う
シンプルな紙面と単元構成で、４技能５領域の力をバランスよく身に付け、思考力・判断力・表現力等を段階的に
養います。単元をいくつか学習した後には、積み上げた力を積極的に活用できる活動で、さらに力を磨きます。

１．編修上特に意を用いた点や特色

実際のコミュニケーションに使える英語の力をつける特色１

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

学んできた知識・技能を活用しつつ、
５領域の力を統合的に活用

ボブのいとこのエミリー（ボブのいとこのエミリー（
おとず

アヤ、ケンタ、メイが、鎌アヤ、ケンタ、メイが、鎌

アヤたちが見た鎌倉の大仏の大きさについて、どんなことが言えるアヤたちが見た鎌倉の大仏の大きさについて、どんなことが言える
だろう。

 Kenta: We made it.  That’s the Great Buddha.We made it.  That’s the Great Buddha.

 Emily: It’s really huge!  How tall is it?It’s really huge!  How tall is it?

 Kenta: Let me see.  The guidebook says it’s 13.35 meters Let me see.  The guidebook says it’s 13.35 meters 

tall.  It’s taller than our school!  Our building is tall.  It’s taller than our school!  Our building is 

three stories tall.three stories tall.

 Emily: Is this the tallest Great Buddha in Japan?Is this the tallest Great Buddha in Japan?

 Kenta: No, some others are much taller than this one.No, some others are much taller than this one.

 Emily: I see.  I love Kamakura.  There are many I see.  I love Kamakura.  There are many 

interesting temples and shrines.interesting temples and shrines.

 Kenta: Yes.  It’s one of the oldest towns in Japan.Yes.  It’s one of the oldest towns in Japan.

Part1

Emily [éməli] 
エミリー（名）

Buddha [búːdə]  

 the Great Buddha  

大仏

guidebook [guidebook [guidebook ɡáidbùk]  

meter（s） [míːtər(z)]  
building [bíldiŋ]  

▶ stories ＜ story

▶ much

小学校の発信語

temple（s）  
[témpl(z)]

74  ▶  seventy-four

Words & Phrases

Read Aloud

Check

Scene

Is the Great Buddha 

taller than Kenta's 

school?

Question

My Dream TravelProject2

日本で最も高い山

周囲にたくさんの観光地がある

いつか頂上にのぼりたい

ふもとの温泉に入りたい

富士山
行きたい名所

理由・どんな場所か・したいことなど

ウェブサイトのワーク
シートを活用してね。
まずは「行きたい名
所」を書いてみよう。
p. 98～99も参考に
してね。

96  ▶  ninety-six

2 図を使って、行きたい名所と、その理由やそこでしたいことを書いてみよう。行きたいところが
決まっている場合は 1の例を、「してみたいこと」や「どんな場所がよいか」の希望がある場合は、
次のページの 2の例を参考に書こう。

1 トムが自分の夢の旅行について発表しています。聞き取ったことをメモしよう。

行ってみたい名所を、その魅
み
力
りょく
や理由とともに表現することができる。

Goal

国際交流への関心が高まってきたあなたは、世界の名所や日本の名所のことをもっと
知りたくなり、夢の旅行を考えてみることにしました。Scene

行きたい場所

どんなところか

したいこと①

したいこと②

1 例

海で
泳ぎたい

めずらしい
昆虫が見たい
こんちゅう

暖かい気候
の国がよい

世界遺産を
訪ねたい

に行きたい！
インドネシア

●行きたい名所

●理由・どんな場所か・したいことなど

Project2
をふり返ろう

Goalをどれくらい達成できたか、右側のマークを選んでなぞろう。

ninety-seven  ◀  97

クラゲみたいな形の図
だね。まず、下の枠

わく
に

「何がしたいか」など
を書いてから、どこに
行けばそれができるか
を考えてみよう。

2 例

3 行きたい名所を紹
しょう
介
かい
する英文を考え、クラスで発表しよう。

こんな表現が使えそうだね。
 I want to ～.（～がしたいです。）　　There is[are] ～.（～があります。）
 We can enjoy ～. （～を楽しむことができます。）　 It is famous for ～.（～で有名です。）

Read TalkListen WriteSpeak

Castles and Canyons

6Lesson

Goal
内容理解 日本や海外の観光名所について紹

しょう
介
かい
されている内容を理解する。

活　動 「どちらがより～だ」を表す文を使ってやり取りすることができる。

What place do you want 

to visit?

seventy-three  ◀  73

canyon（s） [kǽnjən(z)]  

Listen

Listen Read SpeakTalk Write

Lesson 6（pp. 73〜81）

Lesson 6-2

次の会話を演じてみよう。下線部には、自由にことばを入れてやり取りしよう。

 Aya:  Kamakura was wonderful.  What place do you want to visit next?

 Bob: I'm interested in castles. Bob: I'm interested in castles. Bob:

 Aya: I hear theyre popular among history fans. Aya: I hear theyre popular among history fans. Aya: I hear theyre popular among history fans.

money [money [money mʌ́ni] 

活動例 ➡ p. 155

seventy-seven  ◀  77

例 basketball / exciting / 
soccer

1 math / difficult / 
English

2 love / important / 
money

3 reading books / 
interesting / watching TV

Basketball is more  is more exciting than  than soccer to me. to me.

This book is more interesting than that one.

Himeji Castle is the most popular in Japan.

「…より～だ」、「いちばん～だ」とものを比較する表現②

ボブは城に興味が
あるんだね。ケンタ
もそうなのかな。

音声を聞いて、（　　）に 1～3の順位を書こう。

No.（　　　）

No.（　　　）

No.（　　　）

1 No.（　　　）

No.（　　　）

No.（　　　）

2 No.（　　　）

No.（　　　）

No.（　　　）

3

Talk

Key Sentences

Listen

Let’s ListenLet’s ListenLet’s Listen

Think & Try !

Tool Kit

（p. 94）に取り組もう。Activities Plus 4

ボブのいとこのエミリーが、故郷のアリゾナを紹
しょう
介
かい
しています。

エミリーは、アリゾナのどんなところを紹介しているのだろう。Check

Part3

There are many interesting places to visit in the 

U.S.  Let me talk about Arizona because I’m from 

there.  Grand Canyon National Park is a World 

Heritage Site in the U.S.  It’s really huge.  You can 

see many kinds of animals there, such as bobcats, 

squirrels, and bears.

5

Kyoto is as popular as Nara.

I like summer the best.

「…と同じくらい～だ」「いちばん好きだ」などの表現

例 Miyu / tall / Kumi 1 Mr. Yamada / old / 
my father

2 this computer / 
expensive / that one

3 the math test / easy / 
the history test

Miyu is as  is as tall as Kumi.

スピーチ 概
がい

要
よう

把
は

握
あく

78  ▶  seventy-eight

Read Aloud

Arizona [æ`rəzóunə]   

アリゾナ州

Grand Canyon  

[ɡrǽnd kǽnjən]   

グランド・キャニオン

national 

Grand Canyon 
National Park  
グランド・キャニオン国立
公園

 World Heritage Site
[wə́ːrld héritidʒ sàit]   
世界遺産

many kinds of ～  
たくさんの種類の～

such as ～  ～のような

bobcat（s） [bάbkæ`t(s)]  
ボブキャット

squirrel（s）  
[skwə́ːrəl(z)]  リス

Words & Phrases

Scene

Key Sentences

Tool Kit

Lesson 6-3

Reading 
Point

Antelope Canyon in Arizona is as amazing as the 

Grand Canyon.  It’s especially popular among 

photographers.  People enjoy the fascinating sights.  

Look at this picture.  With the beam of light, this 

place looks even more mysterious.

If you come to Arizona, you should also visit 

Sedona.  It’s a town of red rocks.  I like this place the 

best because of its beautiful scenery.  You can walk 

along a trail.  

You might feel 

the earth’s energy.

5

10

エミリーが、故郷のすばらしさをどのように伝えているか、注目しよう。

マサキがクラスメートに好きな教科についてインタビューした結果を
発表しています。音声を聞いて、内容に合うものを〇で囲もう。

1 （ 国語と英語／数学と英語／国語と数学 ）は同じくらい人気
2 （ 国語／数学／英語／社会／理科／音楽／美術／保健体育／技術家庭 ）がいちばん人気
3 （ 国語／数学／英語／社会／理科／音楽／美術／保健体育／技術家庭 ）がマサキはいちばん好き

1 本文を読んで、（　　）にあてはまることばを書こう。
　・グランド・キャニオン国立公園はアメリカにある（　　　　　　　）であり、
そこには（　　　　　　　　　　　　　　　）がいる。

　・エミリーのいちばん好きな場所は（　　　　　　）で、その理由は（　　　　　　　　　）から。
2

◀

Antelope Canyon
[ǽntəlòup kǽnjən]   

アンテロープ・キャニオン

photographer（s）
[fətάɡrəfər(z)]  

fascinating 
[fǽsənèitiŋ]  

sight（s） [sáit(s)]  

beam [bíːm]  

light [láit]  

 the beam of light  
一筋の光

even more  いっそう

mysterious [mistí eriəs]  

Sedona [sidóunə]  
セドナ

rock（s） [rάk(s)]  

because of ～  
～のおかげで

scenery [síːnəri]  

trail [tréil]  

might [máit]  

Words & Phrases

Read

Speak

Listen

Let’s ListenLet’s ListenLet’s ListenLet’s Listen

（p. 94）に取り組もう。Activities Plus 4

Read & Try!

内容理解 日本や海外の観光名所について紹
しょう
介
かい
されている内容を理解する。

活　動 「どちらがより～だ」を表す文を使ってやり取りすることができる。

Which is taller, the Great Buddha or your school?

Which is more attractive to you, 
Himeji Castle or Kumamoto Castle?

Which is more amazing to you, the Grand 
Canyon or Antelope Canyon in Arizona?

Well, the Grand Canyon is 3  Antelope 
Canyon in Arizona to me.

1  is. is.

2  is. is.

Emily

Mei

Bob

Kenta

Aya

Emily

Lesson  6 をふり返ろう

つくった問題
ミユのメモ

わかったこと

・ The Nile River is the longest 
river in the world.

・ New Zealand is larger than 
Japan.

・France is larger than Germany.

True  /  False

答え
p. 157の語句も
参考にしてね。
正しい情報を
調べてクイズを
つくろう。

Germany is larger than 
France.  True or False?

No.  The answer is False.

True. True  /  False

例

1 2 3

Nile  [náil]　　New Zealand  [njùː zíːlənd]

80  ▶  eighty

Task

1. エミリーたちがお互
たが
いに質問し合っています。本文を読み返して、＿＿＿に語句を書こう。

2. 世界の国や地理についての理解を深めるために、グループでクイズを出し合うことになりました。True
（本当）か False（まちがい）で答える問題をつくって出し合い、わかったことを書いてみよう。

どれくらい達成できたか、右側のマークを選んでなぞろう。

Goal

Read WriteTalkListen

Lesson 6

▶「ＡはＢより～だ」というと
きは、「～」を表す形容詞・
副詞の語

ご
尾
び
に erをつけます。

▶「～よりも」を表すには than
を使います。
▶つづりが長い形容詞・副詞の
場合は、語の前にmoreをつ
けます。（ 形容詞・副詞比

ひ

較
かく
変化表　pp. 146～147）

▶「いちばん～だ」というとき
は、「～」を表す形容詞・副詞
の前に theを置き、語尾に
estをつけます。
▶つづりが長い形容詞・副詞の
場合は、「the most+形容詞・
副詞」で表します。
▶「個々の人やもの」について
表す場合は ofを、「ある集団
や枠組みのなか」について表
す場合は inを使います。

▶「～と同じくらい…だ」とい
うときは、「as+形容詞・副詞
+as～」を使います。

▶「ＢよりもＡの方が好きだ」
を表すには、「like A better 
than B」を使います。

▶「～がいちばん好きだ」を
表すには、「like ～ the best」
を使います。
▶形容詞・副詞のもとの形を原
級、「～より…だ」という意味
を表す形を比

ひ
較
かく
級、「いちばん

～だ」という意味を表す形を
最上級といいます。

Taro's dog is larger than mine.

Science is more difficult than math for me.

Taro can run the fastest of the five boys.

Who is the most popular  singer in Japan?

Taro can speak English as well as Jiro.

I like cats better than dogs.

I like tennis the best  .

Let's Use

A: What subject do you like the best?

B: I like calligraphy the best.  Do you like calligraphy, too?

A: Yes.  But I like science better than calligraphy.

A B

B

B

A

A

いちばん速い

いちばん人気がある

５人の男の子のなかで

日本（のなか）で

動画をチェックして、
練習してみよう。

eighty-one  ◀  81

Grammar

1. 2つのものを比べて、その違
ちが
いを伝えるとき

2. 3つ以上のものを比べて、「いちばん～だ」と伝えるとき

3. 「同じくらい～だ」「いちばん好きだ」などと伝えるとき

Lesson 6で学んだ英語のしくみ

How to Use

受理番号 学校 教科 種目 学年

105-71 中学校 外国語 英語 第２学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

17教出 英語017-82

編 修 趣 意 書

2
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Lesson 2-1

1

2

3

elementary school [èləmént eri skùːl]

活動例 ➡

◀

（（p. 42p. 42）に取り組もう。）に取り組もう。Activities Plus 2

Talk

I lived in Tokyo when I was little. 

ある動作が行われる・ある状態になる「時」を伝える表現（ Grammar p. 31）Key Sentence

Listen

例 liked camping / little 1 didn’t like 
vegetables / little

2 played soccer / in 
elementary school

3 was good at math / 
in elementary school

I I liked camping when I was  when I was little.Tool Kit

A B

C D

内容理解 地球温暖化や環境問題について、現在起きていることを理解する。

活　動 地球温暖化や環境問題について、今後起こることを想像し、表現することができる。

If… What will happen?

・世界の平均気温がもっと上がったら

・私たちが空気や水を汚
よご
したら

・私たちがもっと再生可能エネルギーを使ったら

？？？

？？？

？？？

Lesson  2 をふり返ろう

p. 157の語句も参考
にして、英語で考えを
書いてみよう。どんな
対策ができるかについ
ても、話し合ってみてね。

30  ▶  thirty

Task

1. ケンタが、地球温暖化について学んだことを、ノートにまとめています。本文を読み返して、あてはまる
語句を から選んで書こう。文頭にくる文字は、大文字にしよう。

2. 地球温暖化や環
かん
境
きょう
問題についての対策を考えるため、今後起こる可能性のあることを想像して、クラスで

話し合うことにしました。次のようなことが起こったらどうなるかを考えて、クラスに共有しよう。

どれくらい達成できたか、右側のマークを選んでなぞろう。

Goal

Read WriteTalk Speak

average global temperature　　greenhouse gases　　fossil fuel　　ice on the earth
renewable energy　　renewable energy　　renewable energy global warming　　Denmark　　Denmark　　Denmark China　　Japan

About Global Warming

・The  is rising. is rising.

・The  is melting. is melting.

・Some  trap heat  trap heat 

from the sun.

・  doesnt cause pollution. doesnt cause pollution.

・In  ,  they got more than half of the countrys 

electricity from wind and solar  power in 2021.

Earth

ozone layer
（オゾン層）

greenhouse 
gases

heat

Sun

Key Sentences / Tool Kit の例（p. 25） Let’s Listen の例（p. 25）

Task の例（p. 30）

単元で学習する基本文を確認・練習します。

単元の題材をもとにして、自分の考えを発表したり、
伝え合ったりします。

音声を聞いて、基本文の使い方を定着させます。

Think & Try! の例
（p. 25）

Read & Try!の例（p. 29）

コンテンツ 学習場面
まなびリンク 本文音声、Tips for Listening及びProjectの活動用音声

帯教材（Activities Plus）音声
活動記入用ワークシート、語句練習用ワークシート
文法動画（GrammarページのLet’s Use）
活動用カード

個別／家庭学習で
個別／家庭学習で
協働／家庭学習で
個別／家庭学習で
協働学習で

学習者用
デジタル教科書

本文の音声＋文字表示
（速度調整＋ハイライト表示）
Words & Phrases 音声

個別／家庭学習で

さまざまな学習場面で活用できるデジタルコンテンツで、
個別最適な学び、協働的な学びに応えます。

主体的に学び、考え、伝え合う特色２
基礎を確実に身に付けたうえで、自分の考えを発信する

デジタルコンテンツで英語の学びを支える特色３
豊富なコンテンツで、さまざまな場面での学習を支援する

単元の内容理解を確認するタスクと、
身に付けた表現を使った自己表現を
含むタスクに取り組みます。
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検討の観点と内容の特色

観点 内容の特色

１．内容の取扱い

教育基本法との関連 教育基本法第２条（第１号～第５号）を踏まえ、教材を選定・開発しています。（「教育基本法との対照表」p.５参照）

学習指導要領に示された教科の目
標を達成するための配慮

●コミュニケーション能力の育成を目指し、「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと［やり取り］」、「話すこと［発表］」、「書くこと」の５つの
領域別に設定された目標をそれぞれ達成できるように内容を選択・配列しています。また、実際の使用に即した場面設定、興味を喚起す
る話題、他者と関わりながら進めていく活動を豊富に配置し、「コミュニケーションを図る資質・能力を育成」できるように内容を選択・
配列しています。

●資質・能力の３つの柱である「知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」を総合的に育成できるよう、
英語で意思や情報を伝え合う対話的な活動や協働して問題解決に当たる活動を盛り込み、生徒一人一人の「生きる力」の育成に寄与し、「主
体的・対話的で深い学び」を実現できるように工夫しています。

自主的・自発的な学習への支援 ●巻頭に教科書への導入としてWelcome to ONE WORLD English Courseを設け、「この１年でチャレンジしたいことを書いてみよ
う。」の欄に自由に書き込ませることにより、英語学習や英語を通じたコミュニケーションへの期待と、生徒一人一人の学習意欲を喚起す
る仕組みを設けています。

● Lesson の冒頭で単元の目標をCAN-DO記述文のかたちで示すことにより、当該Lesson の学習が終わった時点でできるようになってい
たい姿をあらかじめイメージし、それを意識しつつ授業に臨み、最後に自己評価ができるように工夫しています。「Lesson ○をふり返ろ
う」でも目標を再掲し、「資質・能力」に基づくふり返りの観点を示し、どの程度達成できたか、生徒自身が評価できるようになっていま
す。

●How to Studyや「辞書の使い方」ページを設け、自主的な学習をスムーズに行うためのアドバイスを掲載しているほか、さまざまな自
己表現活動に役立つ語彙「分野別用語集」を巻末に掲載し、必要に応じて参照できるように構成しています。

２．内容の程度

小学校外国語科との接続に配慮し
た内容

●小学校の外国語活動で行ったコミュニケーション活動について、１年Springboard１～６でふり返りができるようにしています。１年
Lesson１～Lesson３Part１までの早期段階で小学校で学習した表現や文型、文法事項を再び扱うことで、基本的な表現を確実に定着で
きるように構成し、中学校で学ぶ言語材料を導入する前のふり返りの場として整理しています。

生徒の発達段階に適した内容 ●年間を通して、言語材料・言語活動のそれぞれについて、発達段階に適合した内容を選択し、配列しています。
●各Lessonの題材内容については、生徒の発達の段階、興味・関心に配慮し、クラス内での自己紹介から、学校や地域、国内、海外へとさ

まざまな分野について、徐々に視点が広がっていくように構成しています。

言語材料の取り上げ方 ●言語材料は、基本的な「音声」、「文字及び符号」、「語、連語及び慣用表現」、「文、文構造及び文法事項」を丁寧に取り上げ、学習の進度
や言語活動との関連を踏まえて、バランスよく、段階的に配置しています。語、連語及び慣用表現については、自己表現活動に使えるよ
うに、中学生にとって身近なものを選定しています。

●各言語材料はコミュニケーションを支えるためにあるものとして、どのような目的や場面、状況で使われるかを生徒が理解できるように、
Sceneとして示しています。

基本文、文法解説、語彙の取り上げ
方

●Lesson各Partには、本文に登場した重要な文構造や文法事項の典型例をKey Sentenceとして掲げ、Lesson末のGrammar内、How 
to Useコーナーで丁寧な解説とともにまとめて整理しています。その基本文を含む対話例をLet’s Use として掲載し、部分置き替えして
対話練習する機会を設けています。

●各基本文の定着を図るため、各PartにTool Kitとして置き替え練習を設け、当該の文法事項を含む比較的容易なリスニング活動Let’s
Listenも設けています。

●語彙は、本文中及びTool Kit、Taskページ等に登場した新出語をWords & Phrasesとして掲げ、「発信語」は太字で示されています。小
学校既習扱いの重要語については「小学校の発信語」として併記し、定着させられるように工夫しています。

言語活動の取り上げ方 ●「知識及び技能」を活用して「思考力・判断力・表現力等」を身に付けるための具体的な言語活動となるよう、また生徒自身の興味・関
心や経験等を発信できるように、Think & Try!, Read & Try!, Task, Project等の各コーナーに言語活動を適切に配列しています。

生徒の興味・関心に即した題材内容 ●主体的な学びを促進し、対話的な学びへと導くため、生徒の興味・関心に合った題材をLesson本文及び活動やProjectの活動の題材とし
て設定しています。

他教科、道徳等との関連 ●他教科とのつながりがある題材を多くの単元で取り上げています。例．Lesson 1（道徳）、Lesson 2（理科）、Lesson 3（美術）

高等学校との接続 ●新出文法事項は３年Lesson５までに扱い終える仕組みになっており、高校入試までに定着を図る期間を十分に確保することができます。
●Tips for Listening / Reading / Speaking / Writingで、さまざまなコツを習得していくことで、高校からの英語学習にも役立つ基礎を

身に付けることができます。
●Reading及びFurther Readingの読み物の語数は、学年が進むにつれて段階的に増加し、約200語から約600語までの英文を読む訓練が

積めるように構成しています。

ICT 活用 ●紙面上の二次元コードを通じてアクセスするウェブサイト「まなびリンク」を設け、音声やワークシートなどの良質なデジタルコンテン
ツを教室での協働学習・個別学習だけでなく、家庭学習でも活用できるようにしました。二次元コードを利用できない場合は、p.１に掲
載しているURLからアクセスすることができます。

●学習者用デジタル教科書において、教科書本文のネイティブ音声（速度調整可）を、文字をハイライト表示しながら聞くことができるよ
うにするなど、学習への意欲を高め、学びを活性化し、確かなものにするように配慮しています。
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３．組織・配列・正確性

内容の組織・配列 ●Lessonの冒頭に「単元の目標」を示し、「外国語を使って何ができるようになるか」を明確にし、Lesson末のTaskで単元の目標に関連
したやり取りや作文、発表をする構成にしています。学習の見通しを立て、コミュニケーションの目的を意識しつつ、Lesson内の各活動
を進めていけるように工夫しています。

●Lessonは、扉ページで話題・題材への興味・関心を誘い、Part１,２（短めの本文と「聞く」「話す／書く」活動を通して、特に重要な基
本文の理解と定着を図る）と、Part３（長めの本文を「読む」活動と「聞く」活動を通して、より深い学習と発信力の伸長を図る）、Task

（本文の内容理解確認の活動と、技能統合的な活動）、Grammar（文構造、文法事項のまとめ）で構成しています。
●Lesson間には５領域に関わるさまざまなTipsやUseful Expressions等が配置されており、統合的な活動を年３回行うProjectも併せて、

５領域の力をバランスよく伸ばし、基礎から実践的な活動まで行うことができるように構成しています。
●帯活動などで活用することで既習言語材料の定着を図るActivities Plusを設け、既習の言語材料を使って表現することができるQ&Aを

10題ずつ配置し、ペア・ワークなどを通して「話すこと [やり取り]」を取り入れる機会を豊富に設けています。

言語材料の組織・配列 ●文構造・文法は、関連のあるものを同じLessonや連続したLessonで扱うなど、バランスよく配列しています。小学校で学んだ事項は
１年Lesson３までに触れる機会を設け、小学校での学習を定着させたうえで、中学校での新出事項にスムーズに移行していけるように配
列しています。

●音声事項については、本文脚注に整理され、語と語の連結による音変化、文中の強勢・イントネーションなどについて適切に取り上げて
います。

付録、補充資料 ●「語形変化のまとめ」、「形容詞・副詞比較変化表」（２年・３年）、「不規則動詞変化表」、「重要構文復習リスト」、「Think & Try! 活動例」、
「分野別用語集」（１年・２年）、「Word List」、「つづりと発音」、「Can-Do 自己チェックリスト」を掲載しています。

４．分量

扱う語数 ●語彙は、小中学校の教科書で頻出のものやCEFR-Jの語彙リストのA1レベルを中心に選定しています。小学校で既習扱いとした語を600
語と設定し、それに加えて中学校の新出語約1,700語を加えた約2,300語を扱っています。

●上記約2,300語のうち、小学校既習語から435語、中学校新出語から465語の合計900語を「発信語」と設定し、側注Words & Phrases 
や巻末Word Listでは太字で示しています。

●中学校の新出語は、教科書本文だけでなく、本文以外の部分でも扱うことで、学習時の負担を軽減しています。（Tool Kit、Task、Useful 
Expressionsなど）

小学校の既習語 中学校の新出語

600語 約1,700語（1,688語）
本文　1,459語

１年552語、２年635語、３年501語本文以外229語

そのうち発信語435語 そのうち発信語465語

各内容の分量の配分 ●各学年とも７～９つのLessonと、新出の文構造・文法事項が登場しないReading, Further Readingから成っています。各コーナーの活
動も精選されており、適切な分量を配分しています。

全体の分量、指導時数 ●指導時数の目安は、思考力・判断力・表現力を育成する言語活動の時間を考慮したうえで、１年109時間、２年109時間、３年106時間
となっており、年間指導時数内で余裕をもって指導できます。

５．コミュニケーション

言語の使用場面・働き ●各Lessonなどにおいて、Goalや指示文で「言語の働き」と「言語の使用場面」を明確に示しており、また多様な働きと場面を扱ってい
ます。活動を通して、実際のコミュニケーションにおける言語材料の意味や適切な使用場面が体験的に理解でき、生徒の「思考力・判断
力・表現力」の育成に資するように配慮しています。

4 技能・5 領域のバランスや統合 ●「Can-Do 自己チェックリスト」において、５つの領域での１年間の学習目標を明確に示し、年度末時点での到達度を自己評価すること
ができるように整理しています。

ペア・ワーク、グループ・ワーク ●Activities Plusでは、既習の言語材料を用いてさまざまな話題における応答例を示しているほか、GrammarページのLetʼs Useは、学
んだ文構造や文法事項を含む対話文等を自由に入れ替えて展開できる仕組みで、ペア・ワークによる口頭練習に継続的に取り組めるよう
工夫しています。

●Projectには、グループ・ワークで効果的に取り組むことができる活動を多く取り入れています。

6．造本・印刷／取り組み・教育配慮

挿絵・図版・写真等 ●挿絵・図版・写真は、生徒の学習意欲を高めるもの、文章の理解を助ける資料性の高いものや、作品世界を活かし、生徒の想像力を高め
るイメージ豊かなものを掲載しています。また、学習活動の手順や留意点をわかりやすく示したもの、学習上必要なものを適所に取り上
げています。

活字の書体、4 線等の扱い ●手書き文字に近く判読しやすいフォントを開発し、Springboard、１年Lesson３までの本文、Task、Tipsで扱っています。また、全学
年のアイコン等は判読しやすいフォントで示されているので、安心して各ページの学習に取り組むことができます。

造本・印刷 ●製本は網代綴じで、開本しやすく、堅牢です。美しいカラー印刷で、文字は鮮明です。

SDGs への取り組み ●現代社会の問題を自らの課題と考えられる生徒を育めるように、SDGsに関わる題材を多く取り入れ、専門家による校閲を受け、英語を
学びながらSDGsに通じる見方・考え方を養えるようにしています。

ユニバーサル・デザイン、人権教
育・特別支援教育への配慮

●特別支援についての専門家による校閲を受け、紙面上のさまざまなアイコン、イラスト、図表などの判読・理解において、色覚特性によ
る影響が生じないように配慮しています。すべての学習者にとって見やすくてわかりやすい配色が施されており、CUDO（NPO法人カ
ラーユニバーサル機構）による認証マークを取得しています。

●人権的配慮についても専門家による校閲を受け、多様な視点から配慮しています。
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２．対照表

図書の構成・内容

学習指導要領の内容

該当頁 配当
時数主な言語材料等 言語活動

言語の働き

場面 働き

How to Study 英語の学び方ガイド 前見返し 1

辞書の使い方 5 －

Review Lesson: Ms. King’s Trip with 
Her Friend

既習言語材料の復習（be going to / will, there is[are] ～ / 
How many ～ are there …?, have to, should） L, R, W ア、イ ア、イ、ウ、オ 6～10 3

Lesson 1: Assistance Dogs SVOO / I thinkなど＋that節 / I’m sorryなど＋that節 L, R, SI, SP, W ア ア、イ、ウ、エ、オ 11～19 7

Activities Plus 1 Lesson 1までの言語材料でのQ&A SI ア、イ、ウ、エ、オ 20 帯

Tips for Speaking① 会話をつなげるコツ SI ア、ウ、オ 21 1

Tips for Reading① 長めの英文の概要を把握するコツ R ウ 22 1

Lesson 2: Energy Sources for Our 
Future when節 / if節・because節 / 過去進行形 L, R, SI, SP, W ア ア、イ、ウ、エ、オ 23～31 7

Tips for Listening① アナウンスなどから必要な情報を聞き取るコツ L イ ア、ウ、オ 32 1

Lesson 3: Design Makes Change 不定詞（名詞的用法、副詞的用法［目的］） / 動名詞（目的語） L, R, SI, SP, W ア ア、イ、ウ、エ、オ 33～41 7

Activities Plus 2 Lesson 3までの言語材料でのQ&A SI ア、イ、ウ、エ、オ 42 帯

Tips for Writing① まとまった文章を書くコツ（マッピング図） W ア ウ、エ 43 1

Project 1: Ideas for Change 自分たちにできる取り組みを考え、発表する L, R, SI, SP, W ア ア、イ、ウ、エ、オ 44～45 2

Useful Expressions ① 飲食店 R, SI ア、イ ア、ウ、オ 46 1

Reading 1: Six Amazing Things about 
Penguins イラストや写真を参考にしながら、説明文の概要を理解する R ア ウ、オ 47～50 4

Lesson 4: Workplace Experience 不定詞（形容詞的用法） / 動名詞（主語） / 
SVO1O2（V＝tellなど、O2＝that節） L, R, SI, SP, W ア ア、イ、ウ、エ、オ 51～59 7

Tips for Speaking② 英語での言い方がわからないものを説明するコツ SI, SP ア ウ 60 1

Lesson 5: How to Celebrate 
Halloween

SVO（O＝疑問詞＋to不定詞） / It is ~ (for+〈人〉) to do / 
SVO1O2（V＝tellなど、O1＝ 〈人〉、O2＝how to doなど） L, R, SI, SP, W ア ア、イ、ウ、エ、オ 61～69 7

Activities Plus 3 Lesson 5までの言語材料でのQ&A SI ア、イ、ウ、エ、オ 70 帯

Tips for Reading② 目的や条件によって異なる情報を読み取るコツ（ポスター） R ア ウ、オ 71 1

Tips for Speaking③ 図や表などの内容を伝えるコツ（ごみ分別のルール） SP ア ウ、オ 72 1

Lesson 6: Castles and Canyons 比較級 / 最上級 / 比較の表現 L, R, SI, SP, W ア ア、イ、ウ、エ、オ 73～81 7

対で覚えたい形容詞 比較級・最上級を含むクイズづくり SI, W ア ウ、オ 82 1

Tips for Writing② スピーチ原稿を書くコツ W ア、イ ウ、エ 83 1

Tips for Speaking④ スピーチをよいものにするためのコツ SP ア 84 1

Lesson 7: The Gift of Giving 受け身の文（肯定文、疑問文） / 助動詞＋受け身 L, R, SI, SP, W ア ア、ウ、エ、オ 85～93 7

Activities Plus 4 Lesson 7までの言語材料でのQ&A SI ア、イ、ウ、エ、オ 94 帯

Tips for Listening② 空港のアナウンスを聞き取るコツ L イ ウ、オ 95 1

Project 2: My Dream Travel 行ってみたい名所を紹介する
参考資料：日本と世界の名所紹介例 L, R, SP, W ア ウ、エ 96～99 2

Reading 2: The Gift of Tezuka Osamu 伝記を読んで、時系列に沿って整理する R ア ア、ウ 100～105 5

Useful Expressions ② 買いもの R, SI ア、イ ア、ウ、エ、オ 106 1

Lesson 8: Rakugo in English 間接疑問文、SVO + to do （V＝want, tell, askなど） L, R, SI, SP, W ア、イ ア、イ、ウ、エ、オ 107～115 7

Tips for Reading③ グラフを使った文章を読み取るコツ R ア ウ 116 1

Lesson 9: Gestures and Sign Language SVOC, SVO ＋原形不定詞（V＝let, help） L, R, SI, SP, W ア、イ ア、イ、ウ、エ、オ 117～125 7

Activities Plus 5 Lesson 9までの言語材料でのQ&A SI ア、イ、ウ、エ、オ 126 帯

Tips for Writing③ 読み手を意識した英字新聞をつくるコツ W ア、イ イ、ウ、エ、オ 127 1

Project 3: Let’s Introduce Japanese 
Culture

日本文化を紹介する
参考資料：さまざまな日本の文化紹介例 L, R, SI, SP, W ア、イ ウ 128～131 4

Reading 3: How William Hoy Changed 
Baseball 場面ごとに登場人物の気持ちの変化を読み取る R ア ア、イ、ウ、エ、オ 132～136 5

Further Reading: Somebody Loves You, 
Mr. Hatch 物語を読んで、概要を理解する R ア イ、ウ、エ、オ 137～142 5

語形変化のまとめ／形容詞・副詞比較変化
表／不規則動詞変化表／重要構文復習リス
ト／ Think & Try! 活動例／分野別用語集
／Word List

144～176

つづりと発音／ Can-Do 自己チェックリ
スト 後見返し

109

【第２学年】 ※言語活動　L：聞くこと　R：読むこと　SI：話すこと（やり取り）　SP：話すこと（発表）　W：書くこと




